青風荘　　フェイスシート

平成　20年　７月　７日　担当：上平　　　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　小笠原　　富治　様　　　男・女　　　　昭和　12年　3月　9日生（　71歳）

	
	〒　　　　　住　所　八戸市田面木赤坂35－9　青風荘　　　　　電話　0178-27-7658

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　　　なし

	
	発症時期
	　Ｓ29年（17～18歳時）
	罹 患 期 間
	約　54年

	
	入院回数
	　　　　3　回　　
	延べ入院年数
	　　　　　35年　　

	医療機関
	　青南病院（主治医　　千葉　良　Dr　）
	外来受診日
	土曜日（　2週　1回）

	医療区分
	国民健康保険
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	　5000円
	　　（　1　級）

	経済状況
	年金
	　　　　障害基礎年金　1級　（8.3万円）

	
	その他
	

	障害程度区分
	　
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　デイナイトケア通所

	住まいの場
	　福祉ホ－ム　青風荘

	入所年月日
	　Ｈ　13年　6月　19日
	身長
	166cm
	体重
	63.5kg

	最終学歴
	三本木農業高校
	免許・資格
	　なし

	職　歴
	　三沢市丸美百貨店、百石杉沢商店（いずれも短期間）
	

	保　護　者
	氏　　名　　小笠原　ミサ　　様　　　　　　　続柄　　妹　　　　（同居　・否）

	利用目的

・生活技能の習得、社会性の欠如の回復。　　・各種のプログラム等を通して社会参加と意欲向上を図る。

	入院・治療歴　初診日

　　期間　　　　　　　　　　　　入院、外来等　　　　医療機関名

　Ｓ38年　（2ヶ月程）　　　　　　　入院　　　　　　十和田中央病院

　Ｓ38年　（3ヶ月程）　　　　　　　入院　　　　　　十和田市内の精神科（詳細不明）

　Ｓ42年3月19日～Ｈ13年6月19日　　 入院　　　　　　青南病院

	生活歴
十和田湖町にて出生。同胞5名の第４子。高校３年時より「目が変だ。」と言い始め、サングラスを常にかけるようになり、その頃より精神の変調をきたし始めていた様子。昭和30年に三本木農業高校を卒業後は、三沢市の婦人衣料品店に６ヶ月程勤めるが、その際「鼻や目が悪い。」と言い仕事を辞めて自宅にこもるようになる。それ以降は、仕事をせず食べたい時に食べ、寝たい時には寝るなど無為な生活となり、さらにはガラスを壊したり障子を叩いて壊したりする行為がある為、家族が注意すると逆上する事があった。昭和38年頃、十和田中央病院へ2ヶ月程入院。その後も、精神科へ数ヶ月間入院した事があった。（詳細不明）

S42年3月、急性症状は認められないものの、無為自閉的であり他者との交流も無く保清も出来ない状況となり青南病院入院となる。




	家族構成

	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）
両親はすでに他界しており、妹と義弟が支援の中心となっている。他の兄弟との交流は全く無い。病気がちと言う事もあり、こちらの働きかけで年に1～2度面会に来られるのみで、あまり交流はもたれていない。


平成　20年　7月　7日　（月）

	氏　名
	　小笠原　　富治　　様
	男・女
	生年月日
	　昭和　12年　3月　9日　（　71歳）


	長期目標（中期・短期）

	· 入所生活や個別プログラムを通じ、社会性の回復と生活スキルの拡大を図る




　　　　　　

	これまでの経過（前回実施日　　Ｈ20年　3月　3日）

	· 新年を迎えた頃より、上腹部痛の訴え聞かれ、食欲不振が続きH20.1/10八戸赤十字病院消化器科を受診され胃潰瘍と診断されそのまま入院加療となる。H20.1/21退院となり、通院加療に切り替わる。H20.3/5胃カメラ検査実施し、H20.3/18、胃潰瘍は殆んど治癒されていると検査結果が報告される。H20.5/9ピロリ菌の呼気テストされ、異常はないと事ですが、3ヶ月ごとの検査が必要とのことで次回H20.8/5胃カメラ･CT検査予定。

· 不調の訴えなく青風荘内での余暇時は好きなテレビ番組（歌・時代劇）を観にホ－ルへ来られたり、部屋ではラジオや昔の音楽を聴いている事が多く見られる。自分の生活リズム・スタイルが確立しており、身の回りのことは殆ど自分で行っている。整容面では問題なく身だしなみの配慮が出来ている。時折、他者やスタッフに対して不機嫌な態度で返答することがある。

・　デイナイトケア通所されているが、閉眼しうつむかれている事が殆どであるがプログラムには拒否無く参加されされている。体力は回復され運動プログラムも休むことなく参加されている。自ら他者に対して積極的に交流を持つ事は殆ど見られないが、必要時は交流を持つことが出来ている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· 活動範囲の拡大の為、バスを利用しての外出（映画鑑賞や買物）や自分の利用する資源の手続きを一緒に行っている。他者やスタッフと一緒であれば抵抗感は無く、すすんで取り組む姿勢がうかがえる。映画鑑賞は公共マナーを守り最後まで鑑賞する事が出来ている。買物も売り場を教えると必要な物を吟味しながら購入する事が出来ている。バスの利用は行きは大丈夫だが帰りの際のバス停が見つけられなかったり乗るバスが分からなかったりするため、今後も引き続き実施することする。　　

　　　　　　　　　　　　　　　

· 今後、スキルアップの為にも本人と出来るようになりたい事を抽出しながら徐々に目標を拡大して行きたいと考えている。小グループを組んで他者との交流の機会や外出等の機会を多く設定し、コミュニケーション技術も視野に入れながら生活の幅を広げられるよう支援していく。




	問題点
	介入方法
	支援期間

	①話し合いを重ね、本人の目標を抽出し達成に向けての過程を検討していく。（現在の目標はバス利用での外出）
	・　外出の楽しみ方が分からない為、個別で市内に同行し、交通機関等の利用方法や大型店での購入方法を学習して社会資源を単身でも行動できるよう支援する。

・　本人の能力を見極めながら出来る所からの目標設定を行い、達成できた喜びを持ちながら生活によりハリと広がりを持ってもらう。
	　　３ヶ月

	②再発防止（胃潰瘍）
	・　個人面談を行い体調の確認をしていく。

・　デイナイトケアと情報の共有を図る。

・　食事摂取量や体重の増減、バイタル等の体調確認をしていく。
	　　３ヶ月

	③家族関係の調整
	・　現在は妹夫婦が本人の保護者となっているが、本人と関わる機会が少なくなっており、妹氏も病気で入退院を繰り返している状況。H19.8/12保護者と面談した際、今後支援出来なくなった時は長男に移行する考えであるとのこと。今後は保護者と長男との調整を図っていく事とする。


	　　３ヶ月


修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室

妹（ミサ様　）





妹夫（正一様　）





姉（十和田市在住）








兄（十和田市在住）








本人





姉（三沢市在住）











